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第N章都市における「くる病」履患の実態調査

一 一 第1報頭蓋疹の疫学一一ー
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近年、都市における紫外線量が著しく減少して、皮下

で Ergosterolから 290-310ml'の波長をもっ Dorno

線と呼ばれる紫外線の照射によりできる VD2¥ 7-Dehy-

drocholesterinからの VD，の生成が抑制されていると

言われている。その主な原因は、都市の空気中に含まれ

るlIli硫駿ガスであると言われている。

本報告の第 1から第3mまでに、共同研究者の宮崎が

これらについて文献的考察を行っている。もしもこの紫

外線の減少が事実とすれば乳児に対するくる病予防のた

め、 VD投与量の再検討を余儀なくされてくることであ

り、小児保健対策に重大な問題と言わねばならない。

翻って、乳児期前半にしばしばみちれる頭蓋疹は、頭

蓋骨内の頭頂骨の化骨の中心部に限局して発生する骨軟

化現象であるが、この頭義務は、古来くる病説と非くる

病説とが対立して、未だ決定的な結論に速していない状

態にある。

頭議疹をくる病所見として始めて注目した Elsasserl)

に始まる Bohn2)，Wieland31らは先天性の頭義務文は先

実性軟頭蓋はくる病とは無関係な一過性の骨形成抑制で

あり、組織学的に 03teoporose であると言うが、後天

性に現われる頭護軍事はすべてくる病性機転による骨変化

であるという。この考えは今日においても一般の支持を

得ていて、小児科の MitchellNelson 7版 (1959年、

P374)、Handbuchder Kinder hei1kunde 4版(1965

P434)及び Prof.Faneconiの Lehrbuchder Padia-

trie 8版 (1967P17ののピタミ :/D欠乏性くる病の項

に第lの大切な臨床症状としてあげられている。 Holtの

教科書においても上記と同様の説明を行っている。

これに対して非くる病説にとっているものは、 Fried-

leben4ヘ満川"であり、頭蓋療は乳児の仰臥時の頭蓋正

迫による一時的骨形成抑制であり生理的現象とみすなベ

きであると述べている。

第一次世界大戦後、レ線診断、血液化学検査の進歩と

紫外線及びピタミ :/Dによるくる病特殊療法が発見され

て以来志後天性頭蓋軍事の中にもかなりのくる病性変化の

ないものがみられてきて、頭蓋療の中にはくる病性と考

えられない、むしろ生理的か文は hypoplastischepha-

nomen とも言うべきものが多数あることを主張する学

者がでてきた (Tisda1161，Hess1l， Ba日 nberg31，Hoje刊.

Jundellω等〉。文Abel's叫及びその一門は先天性の頭義

務は胎児頭蓋に対する母体骨盤の圧迫による化骨障害

で、その基準に「一時化骨力の脆弱」があり後天性頭義

務も同じく、くる病前期的 Osteoporoseであると述べ

ている。

わが国においては、頭蓋療を〈る病と考えるか、くる

病の原因と考える人(鈴木瑚、岡島問、谷口出、田村問、

飯塚閥、北村叩ち〉と、非くる病説を説える人〈横田副、

八木叫、笠原刷、徳山叫、岩JI1221、満川"，ち〉があって

一定していない。

特に満川は、北海道札脇において乳児の頭蓋療の詳細

な研究を行い、頭蓋療の文献的考察、成図、新生児頭蓋

豊富などについてー速の成絞を発表していて、本病がくる

病との関連が少ないこと、及びその大部分のものの本態

はc.を中心とした Appositionsdefectと Resorption

defectの像を呈する Osteoporoseであろうと考えら

れ、この Osteoporoseの成因は乳汁内のc.含量が ca
必要量に及ばないために起ると考えられている。文これ

の原因としては頭蓋に対する庄迫作用によると考えられ

ている。又この説を支持するー根拠としては、頭護軍事が

3-4カ月児においては60-70%の高率な発生をみてい

る点からもいえるとしている。

以上の様に、乳児の頭護軍事はくる病説と非くる病説が
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対立しているが、小児保健菌でしばしばみられる頭蓋務 討すると共に、更にレ線的、生化学的に検査を行って、

が、もしくる病そのものであるとすれば重大な問題と雷 本病がくる病性か否かの分析研究を行ったものであるF

わなければならない。しかも栄養の良好なピタミ γ添加 が、その成果は、小児保健の指導及び行政面において非

も十分行われている乳児にも発生しているのは周知の事 常にプラスとなると考える。本年度においてば、まず都

突である。われわれは、乳児の頭蓋療の発生を疫学的に検 市地区の乳児の頭蓋療の発生の分析を行ってみた。

E 研究方法

1 対象児は、愛育病院で出生し、以後保健指滋部に

来部していた乳児515名である(自昭和41隼1月1日生

より41年12月31固まで入これらの乳児は毎月予約別に

定期的に保健指導のために来訪し、医師は頭蓋療の有無

とその位置、程度を克明にカノレテに記入している。

2 頭蓋軍事の程度、判定基準は満川民の方法に準じて

次の通りに分けた。

〈ー〉 頭姦骨が硬くて全然柔軟性のないもの

(土):指圧により陥没することはないが柔軟性を触

知しないもの(皮靴を指圧するように感じら

れるもの〉。

(+) 指圧により指頭大文は銅賞大程度に陥没する

感じのもの

〈件):(+)より更に高度のもの

〈掛):著しく広範聞にわたって陥没Lて、羊皮紙様

に感じられるもの

E 研究成果及び考按

1 頭蓋軍事の発生頻度〈第1表〉

対象児 515例中に前経過において頭登療を認めたもの

は 202例 (39.2%)である。この値は満川による60%疑

わしいものを加えた70%、及び永山他の50.2%よりも少

ないが、佐藤氏 (2%)、片山 (3.7%)，及び弘、;J;!;砂の

.3. 6~百よりも著しく多い。

性別発生頻度には差益がみられなかったのは、諸官衰の

報告と一致している点であるか

2 頭義理事の初発見令(第2表〉

頭蓋軍事の初発月令は2か月が最もO!I-<、 202例中110例

(54.5%)と過半数を占め、ついで3か月の69例 (34.1

:%)と合わせると、 2~3 か月、で88.6%と大半を占めてい

る。ついで4か月の11例 (5，5%)と1か月の7例 (3.4

%) 5か月 3例(1.5%)及び0か月の l例 (0.5%)の

順である。 8か月で 1例みられた、ぐ0:)程度のものであ

った。満川は新生児で13.1%(0:)を入れると 18.2%を報

告しているが、われわれの例では生後 Iか月過ぎてから

第 1表 頭蓋軍事の発生頻度
Table 1. Frequency of Outbreak of Cranio-

tabes 

曜夜I(+) I (ー) I総数

性別発生頻度
Outbreak Frequency by Sex 

頭護司 (+) 〈ー〕

男 114 144 

% 44.3 55.7 

女 88 169 

% 34.3 65.7 

|総

515人

l∞1% 

数

258 

3四3

257 

100 

検診に来訪するので0か月児の頻度が少なかったものと α=0.05 0∞34=X20<O.∞39 有意なし

考える。

3 頭蓋療の月令別発生頻度〈第3表〉 くその月令児の20-303百を占め，特に3カ月と 4カ舟で

頭遊軍事の発生を月令別にみると 2-5カ月が最も多 陪30%を越えている。 6カ月以後は漸次減少し 2カ月
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以前の発生も著しく少ない。

4 頭蓋疹の程度〈第4表〉

頭鼓療の程度は、(+)が65.5%と過半数を占め、つい

で(tt)、〈土〉、〈掛〉の順である。

5 頭蓋軍事の季節別発生率 C第5表〉

頭蓋軍事の発生は、変に少なし冬に多く、春、秋はそ

の中間の値を示している。即ち、 7、8、9月の暑い季

例数

% 

第 1図
Fig1 

【物3

15 

10 

5 

。
2 3 4 S 6. ? 8 8 10 11 12 (肉)

第6衰の1 頭蓋療の発生場所
Table 6-1. Place of Occurrence 

そ!I右 左 |両側|総数

男 45 37 21 103 

女 30 33 18 81 
" 

言十 75 70 39 184 

3百 I 40.8 3.8..1 21.1 1∞ 

節では3-4%の発生率であるが、 12、 1、2、3月丹

寒い季節では12-13%と高率であり、特に3月に多くみ

られたがこのことは紫外線との関連があることを示唆し

ていると考えられる。

6 頭蓋豊富の発生部位(第6衰の 1)

(1) 頭義務の発生は、左、右の側頭部に、ほぽ同率に

約4O%にみられ、筒側にみられるのは21%にすぎない。

。) 頭蓋坊は頭査のいびうな面に発生しやすい t第6

表の2)。即ち頭遊のいびつが右側に起っている23例中で

は頭目置療は17例に右側のみ、両側性頭蓋療を入れれば19

第6衰の2 いびつと頭蓋療
Table 6-2.. Distortion of.the 

Head and C阻 nio-tabes

以hつ 右|左|両側|計

右 17 。01 17 

左 4 I 14 01 18 

両側 2 2 3 7 

計 23 16 3 I 42 

- 36ー

第6衰の3 いびつと頭蓋疹
Table 6-3. Distortion of the 

Head and Cranio-tabes 

長註，，1頭蓋療|いびつ

tt 26 →15(57.8%) 

+ い 66ー →21(31目9%)

土 23-→ 6(26.1%) 

計 L、115-→42(36.5%) 
一一一一 ~I'_'
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例と大半を占めている。同時にこのことは左側の頭蓋の %)と漸次低率になり、 3，liOlg以上で生まれた群にお

いびつの例についてもいえるが、このことは、頭蓋の平 いては、 95例中24例 (25.3%)と著しく低い発生率を示

たい函は軟かく感じやすいために特に強く頭窓疹が現わ した。

れやすいと思われる。 (2) 頭蓋務(+)群の生下時体重は第7表の 2の如〈、

7 頭蓋悪事と生下時体重との関係 男児3，089ot400g、女児3，118土399gであり、頭蓋疹

(1) 頭議療は第7表の1の如く、生下時体重の少ない (ー〉群のそれ〈男児3，269ot438g、女児3，169土412g)

もの程発生率が高い。 ftl防、 2，500g以下で生まれた 20 に比べて平均体重が?T.い。満川らは生後2及び4か月時

例中12例 (60%)に頭翠療の発生をみているが、 2，501 では生下時体重の少ないもの特に早産児に頭蓋療の発生

g-3，OOOgで生まれた群では 138例中64例 (46.4.9百〉、 が多いことを指摘しているが、われわれの成績も同様で

3，001-3，500 gで生まれた群では 262例中 102例 (39.0 あった。

第7表の 1 頭蓋療と生下時体重
Table 7-1， Cranio-tabes and Weight at the Time of Birth 

:下空室
(+) 

|女男 号|

2，5∞z以下 5 日物:I 7 

2.501........3，0∞ 38 26 64 (46目3)

3，∞}.......3，5∞ 53 49 102 (39目0)

3，501 g以上 16 8 24 (25.3) 

計 114 88 202 (39.2) 

第7衰の2.頭蓋軍事の発生と男女別生下時体重の

平均値の比較
Table 7-2， Occurrence of Cranio~tabes and 

Comparison of Mean of Weight at 
the Time of Birth by Sex 

|性| N |平均値(g)I σ(g). 

〈護疲頭+) 
男 114 3，089 41∞ 

女 88 3，118 399 

襲
男 144 3，269 438 

女 169 3，169 412 

第8表 頭蓋型車と現在体重
Table 8. C四 nio-tabesand Present Weight 

?事
(+) 

N 
大 中 大

〈ー〉
計

男 女 E十

6 2 8 (40%) 却

30 44 74 (53.7) 138 

70 90 160 (61，0) 262 

38 33 71 (74.7) 95 

144 169 313 (60.8) 515 

8 頭蓋軍事の現在体重〈第8表〉

頭蓋軍事は現在の体重が多い者に多発する傾向はみられ

ないことは第8表からも証明する。即ち、頭蓋療(+)群

と、頭護軍事(ー〉群における体重評価を厚生省35年度判定

を用いて分類したが、両群とも、男女の犬、中、小を占

める割合はほとんど差をみなかった。

9 体量増加率と頭蓋軍事の関係

3-4か月児についてその1自の体重増加率を求め、

これと頭蓋療の発生との関係を検討した。

(1) 頭蓋軍事(+)群では、男児の 1日平均体重増加は

31.5otl0.6g、女児では、 28.7土10.2宮、男女合計の平

均値30.3otl0.5gであった。

〈一〉
N 言十

中

男 4蜘考 69(ω あ0/ 2〔138Z〉l叫∞.品oノ 55〈38%2〉84〈58%4〉 3(2. 144(1∞%  O) 258 

女 初 (22.8)63(71.6) 5(5.6) 8副1∞ 0)44(26.0) 121(71.6) 3(し8) • 1 169(1∞.0)， 257 

百十 63 132 7 202 明 205 6 3 313 515 
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第9義体重の 1自の増加と頭護軍事との関係
Table' 9. Relation between Increase in、Weight

a Day and Cranio-tabes 

|性| N 11自の増加は)1M D∞ 

(義務頭+) 

男 114 31.5 10.6 

女 88 28.7 10.2 

E十 202 30.3 10.5 

〈頭議疹ー〉

男 144 20.2 5.2 

女 169 20.2 7.2 

計 313 20.2 6.3 

α=0.01 7.6>2.33 有意差あり

第10表頭蓋癒発生時の栄養方法
Table 10. Feeding Method at the time of the 

outbreak of Cranio・tabes

議該さ竺当母乳|混合|人工|不明|計|

(+) 37人 69 96 。却 2
(28. 9)~人g (35.め(50:3) (39.2) 

〈ー〉
91 124 95 3 313 

(71. 1)~人Z (64.2) (49.7) (60.8) 

計
128 193191 0) 3 lodZ) (1∞0)% (肌0)1<'∞.

〈色}頭蓋療(ー〉群では、男児のそれは、 20.2:1:6.3g、

女児20..2:l:7.2g、男女合計町平均20.2土6目 3gである。

(8) この両者の向には明らかに有意の差があり、体重

増加の著しい乳児に頭務理事の発生が多く見られた。

10 頭蓋疹発生時の栄養方法

頭蓋坊の発生を栄誕方法別に比較じてみると〈第10

衰〉、人工栄養において最も箸じく、ついで混合栄襲、

母乳の順に、であった。ごの成績は満!II<?のi報告、特に2

が月児においてス工栄養児に頭蓋療の多い成績と一致す

第12表 ピタミシ剤投与と頭登軍事
Table 12. Vitamin Administ阻 tionand Cranio-tabes 

下¥どタミシ剤| 肝油 (3テキ) I総合ピタミ :/0.25CC1 
問団輔 、____1 VD=3∞I.U.- 1- VD=125I.U.- 1 |顕濫務 ----、1 v u-vVV".V." 1" v u-....v".v.. I 

}三、
184(40.8%) 
人

誌;?1Z%3
451 

(+) 

〈ー〉

11， 

24 

百十 35 

第11表 日光浴と頭蓋療の関係、
Table 11. Relation between Sun-bath" and 

C回出0・tabes

ι1 
5
 

(+) 

(-) 

百十

よぜ|蹴|稲田|叫吋ごい
(-) 51人 38 5 35 24 

〈土〉 5 6 4 2 

(+) 23 19 8 19 11 

(-1+) 8 2 。 9 2 

る。 λ工栄養児の使用しているミルクは特殊調製粉乳でl

あり、授乳中の CaやFの古量を母乳に近ずけるために

低下させているが、これが粉乳栄養児に頭護軍事が多い原;

図になっているのかも知れない。この事については更に

検討を要する問題であろう。

11: 日光浴と頭義療の関係

(1) 日光浴を確実に実行している乳児は‘ 515例中263

例 (51.1%)と過半数であり、時々行うものが、 67例

(13%)で、全く行なわないものは39例 (7.osのにすぎ

なかった。但し不明が28.8%を占めていた。

{幻頭蓋療(+)群202例とくー〉群313例について、日光

浴との関係をみたが全く差がみられなかった。

(3) 文、日光浴を行う時間と、日光を照射する体の表i

面の広さは頭義療の発生に対して何ちの差異をもたらし

ていなかった。

その他 投与せず .t 

15(26.4) 211 

。 42(73.6) 333 

57 544 

(但し延べ数〉

~-3B:~ 
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即ち、われわれの対象とした乳児については、日光浴

は、頭蓋療の発生と相関関係を有していない結果走得

た。

12 頭蓋療の発生とピタミ Y剤投与との関係

(1) 第12表の如く対象児はピタミ Y剤投与を受けてい

lV結

乳児期における頭登型車発生の疫学及び、発生に及ぽす

因子の分析を行い、乳児の〈る病との相関をみる材料に

する目的で、愛育病院で生まれ以後、定期的に同病院保

健指場部へ来訪ιた515名の乳児につき込調査研窺を行

った。

l 旗義理事の発生は39..2%.にみられたが男女差はな

し、。

2 初~月令はお 2 か月が最も多く、ついで3 か月で

あり他の眉帝:Cは著しく少ない。

3 月令別発生は3か月が33.8%で最も多く、ついで

4か月 (31.9%)， 5か月、 2か月、 6か月の』眠であり、

そ処以外の月令では穣持て少なし、

4 耳草号車疹の程度は、，(+)，";65.5%占最も多ふつん、

で(tt)20%、0014.2%の順で、〈掛〉は極めて少なかっ
九

~。
5 季続的発生は冬季に多く、夏は少なく、春、鉄は

その府間の{直を示した。

，6 頭義務は頭のいびつと密接な関係があり、粛のい

びつの側に多発する傾向が強い。

7 頭蓋型車は、 (1) 生下時体重の少ないもの程発生し

やすく、 ω しかも体重増加の著しいもの程強く現われ

るが、 ω 現在体重の多い、少ないとは関係がみられな

かった。

8 頭義療の発生は、人工栄養児に最も多く、母乳栄

養児に少なし混合栄養ではその中聞の値を示した。

9 頭翠療は、日光浴やビタミン剤投与とは特に関係

がみられなかった。

以上の結果から、手L児期にhられる頭蓋疹は生下時体

重が少なふ Lかも庇盛な発育をとげている乳児に多発

し、人工栄養児に多くみられ、又冬季に多くみりれるこ

と訴判明したので、来次年度におし、τは頭護軍事主くる病

の関係圭生化学的、及び 1レ線的に検査する予定である。

るものが殆んどを占めているが、ピタミ YD:l!l:は 1日に

125-300!.U.であった。

(2) 頭蓋軍事の発生には、ピタミ YDの投与は関係がみ

られないことが判明した。

論
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内 藤他 : 都市における紫外線の減少と母子保健対策に関する研究

Studies on Decrease of Ultraviolet Rays in lndustrial Cities and 

concerning Maternal and Ch口dH田 lthProjects. 

Jushichiro Naito et al 

Part 1. Literatures on this Subject and Research Program to be carried out 

Kano Miyazaki， Y oko Tan:iguchi 

titerat'ures on dec'rease of ultぬ-violet-raysin urban districts hitheito ':available' in Japan suggest 

that.researches.on .decie'ase .of' ultra-violet-rays and resulting increase of nckets cases in urban 

.districts， especially those confronting' to the Pacific Ocean are not yet suffideritly -substantiated， 50 

further reseaches are needed.::As" insufficiency of former works mainly consists in adopting the 

ult由~viCilet :rays mea関口ng"mainly，、 calorimetrical devi目s~ which measure not only:' Dorno U¥Ys' biit 

also long wave ultra-violet rays; :it seemed: to be urgent to construct an elecfric ult四 -violet，'rays 

measurer-which me'asure's specif日ally''only-Dorno rays 

Theie were-works. which :-considered 'the-dec町田eof ultra-violet四 yS'.inurban dist:dd 抽出e

res1Ilt 'of 'absorption of ultra violet "ray主bysmog or soot. but when one reali田 sthe fa:ct il1at-' _'80~ ，、

_gas is playing main role in airpol1ution.' f1.irther experiments to study 'the ultra-violet阻 y"absorbing 

.effect of 802 gas u(' neccesary. . ，': 

VietIm:s' 'of the decrease o() 'UH:四 -violet-四四時emedto be mainly infants and young children; 

and mothers seemed to es~ape' hazards， but there existed one work -which demonstrated that 

:f6etuses' .of :indthe四 w}io;couldnot enjoy enough ultra violet阻 ysshowed rachitic ch~mges' of bon-es， 

the decrease， -of ultra-violet悶.ysshould not be neglected from the . point of view of the-maternal 

nealth 

Part 2. Absorption of Ultraviolet Ray by Sulfurous Acid Gas 

Kano Miyazaki 

E、J 、
Summary 

ぐ USlng~'Hitacfìi Recordmg Spectrophotometer， the author found that sulfurous acid gas showed an 

~eléétive absorption of ultra-violet ray in the' range of -wave length from 325mμto 240mp. i.vith the 

:1)eak at the wave length of 290mp. It is well known that ultraviolet ray "of， that' wave. lenghth 

阻 Hge'is，icalled Dorno ray and 'biolog同 llyimportant as vitamin Ds activating ，agent. 

Sulfurous acid gas is conside目 dto be main substance in air pollution' p'roblem， .but is mainly 

.discu田edas a contributing factor to respiratory hazards， but-from the fact' found.".the author 

pointed out that there arose a ne巳d to absorb strenght of ultraviolet四 yin 802 gas polluted 

industrial cities. 

There are two papers， in Japan， which observed decrease of ultraviolet ray in industrial 

.districts on account of smoggy air and increa目 ofsoot content， but this finding seems to be 

:reconsidered from the absorption by 802 gas 
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Part 3. On a new Ultra-violet-rays Measu問 rconstructer by the Author 

Kano Miyazaki 

Summery 

As the author found that none of hither to make commercial Ultra.violet.rays measurers 

宅'llleasu日 dDorno rays selectively， author constructed a hand-made Dorno rays measurer， shown as 

'Fig. 2. Main improvements we問 adoptionof interfere filter which was made by way of 

.experiment bY HITACHI co. ltd.. and al10wed to pass only Dorno rays (wave length 315........290mρ. 

and時間出向 receptor，consisting of CdW04 fluc1escent plate and Cd.S photo.electric田 ll.

Connecting the receptor to an ammeter or HITACHI QPD-53 tipe recorder. author proved this 

apparatus could measure exactly， relative dosis of Dorno rays， and also by comparing that relative 

.dosis to that of PHILLIP's standard ultraviolet rays illuminating tube， absolute dosis. 

Part4. Investigation into Actual Status of .Rachitis Cases in Cities 

(Report 1 Epidemiology of Cranio同泌s)

Tominosuke Matsushima， Sumiko Himeno， Toshie Shiraishi 

We invest屯atedand studied 515 infants who were born in Aiiku Hospital and then regularly 

'came to Health Guidance Dept. of the same h。叩ital.in order to study epidemiology of the 

。utbreakof cranio.tabes among infants， to analize the factors affecting its outbreak， and to， make 

司thosestudies as materials for finding the correlation with the infants'四 chitis.

1. The outbreak of cranio.tabes was found in 39.2% of infants. and no difference was seen 

'between male and female 

2. The incipient age is mostly at the 2nd month of age， next at the 3rd month of age and 

守veryfew in other months 

:3. The number of outbreak cases in order of age shows: 

Most四 sesin the 3rd month of age-33.8%， followed by the 4th month of age (31.9%)， the 5th， 

1f:he 2nd and the 6th month of age and very few outbreak in other months 

4. The degree of cranio.tabes was: (+) was found most showing 65.5%， next was (*) with 

宮'0%and (土)showed 14.2%. and (怖)was proved very few. 

5. Many四 sesof the outbreak were found in winter， less in summer， and showed medium 

value in spring and autumn. 

6目 Cranio-tabeshas close relation to the distortion of the head and it has the tendency to 

もr回 kout most. on the distorted side of the head. 

7~ Cranio・tabesis 1) apt to break out in infants who underweighed at the time of their 

'birth， and 2) the more strongly it occurs in the明記 of凶 fantswhose weight increase the more 

consp1cuously， and 3) had no connection with the heaviness and lightness in the p日開ntweights of 

the 'infants. 

8. Cranio-tabes was found occurring most in the明記 ofbottle.fed infants and less in the case 

'()f the breast.fed ones， and medium value was' seen among the infants having mixed feeding. 

'9. Cranio-tabes had no special relation to the bathing in the sunshine nor to the administering 

。.fVitamins. 

In the following year. we， are pl叩 ningto rexamine the relation between cranio・tabesand阻 chitis

biochemica1ly and by x-ray method目
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